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問題と正解 
（必須科目） 



過去問題の引用出題状況（応用理学部門） 

問題 分類 備考 

1 △ H16 1-6 と同じだが与える数値を変えてあるため答えは変わる。。 

2 ○ H18 1-1 とほぼ同じ。提示してある波等の個数と順序が変えてあるだけ。 

3 ○ H17 1-2 とほぼ同じ。選択肢が入れ替えてあるだけ。 

4 ○ H16 1-12 とほぼ同じ。選択肢を入れ替え、選択肢④が変わっているだけ。 

5 × H16～18 に同様の問題なし。 

6 × H16～18 に同様の問題なし。 

7 ○ H18 1-11 とまったく同じ。 

8 × H16～18 に同様の問題なし。 

9 × H16～18 に同様の問題なし。 

10 ○ H17 1-7 とほぼ同じ。選択肢④が変わっているだけ。 

11 ○ H17 1-18 とまったく同じ。 

12 × H16～18 に同様の問題なし。 

13 × H16～18 に同様の問題なし。 

14 ○ H16 1-20 とまったく同じ。 

15 ○ H17 1-17 とほぼ同じ。選択肢が入れ替えてあるだけ。 

16 △ H17 1-14 と同じ問題だが図のプロット位置が違うので答えも異なる。 

17 ○ H16 1-7 とほぼ同じ。選択肢が入れ替えてあるだけ。 

18 × H16～18 に同様の問題なし。 

19 × H16～18 に同様の問題なし。 

20 × H16～18 に同様の問題なし。 

○：過去問題をそのまま、あるいはほぼそのまま引用。暗記でもおおむね解ける。 

△：過去問題を引用しているが、数値等内容が変えてあって、暗記では解けない。 

×：過去問題に類似出題はない。 

 

【出題傾向コメント】 

○が 9 問、△が 2 問、×が 9 問で、○と△だけでも 55％と合格ライン一歩手前まで行く。 

応用理学の場合、社会情勢等ではなく、時代変化のない基礎知識確認問題が主なので、過去問

題引用出題は出しやすい。 

よって、以下の方法で対策を講じるのが適当と思われる。 

①H16 以降の過去問題と正解より、誤選択肢を正しい内容に直して、「全選択肢正解問題集」

を作る。 

②時代の変化に伴い陳腐化している選択肢・問題を消去するとともに、内容が時代変化してい

る選択肢を修正する。 

③上記①と②の作業により内容がおおむね頭に入るので、これをベースに 2～3 週間に 1 回程度

内容を見直して忘れないようにする。 

④問題Ⅱ・Ⅲ対策のついでに専門知識等も補足する。 































































 

 

 

 

 

17-1 物理及び化学 



問題Ⅱ 

（専門問題） 























 

問題Ⅲ 

（課題解決問題） 

























 

 

 

 

 

17-2 地球物理及び地球科学



問題Ⅱ 

（専門問題） 







選択科目             科目 

技術士 第二次試験 模擬答案用紙 

 

1

受験番号 

問題番号 

答案使用枚数 枚目      枚中 

技術部門             部門 

専門とする事項 

○受験番号，答案使用枚数，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25字

 

Ⅱ - 1 - 1   

（ 1 ） 楕 円 体 高 は 、 ジ オ イ ド か ら 地 表 ま で 測 っ た 距 離

こ と で あ る 。 地 心 直 交 座 標 は 地 球 の 重 心 を 原 点 と し た

座 標 系 で 、 G P S で も 使 用 さ れ て い る 。  

 標 高 は 、 あ る 地 点 の 高 さ の こ と で 、 基 準 と な る 既 知

の 高 さ か ら 水 準 測 量 に て 未 知 点 の 高 さ を 計 測 す る こ と

が で き る 。 ジ オ イ ド を 基 準 に し て ， つ ね に 重 力 の 等 ポ

テ ン シ ャ ル 面 に 垂 直 に 測 っ た 距 離 の こ と で あ る 。  

 

（ ２ ） G P S は ４ つ 以 上 の 衛 星 よ り 、 衛 星 内 の 原 子 時 計

と 受 信 機 と の 時 間 差 に よ っ て 位 置 を 決 定 す る 。 ３ つ の

衛 星 よ り 位 置 を 決 め ４ つ 目 の 衛 星 よ り 誤 差 を 補 完 す る 。

G P S に よ る 高 さ の 決 定 は 、 準 拠 楕 円 体 か ら の 楕 円 体 高

に よ っ て 決 定 す る 。  



選択科目             科目 

技術士 第二次試験 模擬答案用紙 

 

2

受験番号 

問題番号 

答案使用枚数 枚目      枚中 

技術部門             部門 

専門とする事項 

○受験番号，答案使用枚数，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25字

 

Ⅱ - 1 - 2   

（ １ ） G N S S 測 位 の 主 な 誤 差 要 因 は 、 大 気 中 と 水 蒸 気

等 に よ る 伝 搬 遅 延 と 、 上 空 の 視 通 の 問 題 で あ る 。  

水 蒸 気 や 電 離 層 、 気 圧 の 影 響 に よ り 電 波 が 遅 延 し 誤 差

を 発 生 す る 。 ま た 見 通 し の 悪 い と こ ろ 衛 星 か ら の 電 波

が 十 分 に 取 得 で き ず 、 誤 差 を 発 生 さ せ る 。  

 

（ ２ ） 単 独 測 位 と は 、 1 つ の 受 信 機 で 同 時 に 4 個 以 上

の Ｇ Ｐ Ｓ 衛 星 か ら の 電 波 を 受 信 し 、 各 衛 星 か ら の 距 離

を 算 出 し て 測 位 す る 方 法 で あ る 。 カ ー ナ ビ や 登 山 ・ レ

ジ ャ ー に 使 わ れ る タ イ プ の も の が こ れ に あ た る 。  

 干 渉 測 位 と は ２ つ の 受 信 機 か ら あ る 衛 星 ま で の 距 離

の 差 を 位 相 を 使 っ て も と め 計 測 す る 方 法 で あ る 。 V L B I

や 電 子 基 準 点 に 用 い ら れ て い る 。  



選択科目             科目 

技術士 第二次試験 模擬答案用紙 

 

3

受験番号 

問題番号 

答案使用枚数 枚目      枚中 

技術部門             部門 

専門とする事項 

○受験番号，答案使用枚数，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25字

 

Ⅱ － ２ － ２  

（ １ ） 私 が 貢 献 で き る 観 測 項 目 は 、 W e b 監 視 カ メ ラ を

設 置 し リ ア ル タ イ ム で 火 山 の 状 態 が 把 握 で き る こ と と 、

航 空 レ ー ザ 測 量 に よ っ て 求 め た 詳 細 な 標 高 デ ー タ よ り

微 地 形 反 映 さ せ た ３ D モ デ ル の デ ー タ を 作 成 し 、 噴 火

時 の 溶 岩 が 流 れ る シ ュ ミ レ ー シ ョ ン を 実 施 す る こ と が

可 能 と な る 。 こ れ ら の 結 果 を ハ ザ ー ド マ ッ プ と し て 、

住 民 配 信 用 の W e b G I S 上 に セ ッ ト ア ッ プ を 行 い 、 有 事

の 避 難 対 応 に 備 え 住 民 の 啓 蒙 に 役 立 て ら れ る 。  

 

（ ２ ） 上 記 観 測 項 目 に 必 要 な 既 存 デ ー タ の 収 集 整 理 方

法 は 、 リ ア ル タ イ ム 観 測 の た め の W e b カ メ ラ 、 ３ D モ

デ ル 作 成 の た め の 航 空 レ ー ザ デ ー タ 、 G I S の 背 景 地 図

と な る 都 市 計 画 基 本 図 デ ー タ が 必 要 で あ る 。  

ま た 、 各 自 治 体 で 管 理 し て い る 避 難 所 の 地 図 デ ー タ 、

要 援 護 者 の デ ー タ 地 図 上 に 展 開 す る た め の 住 所 ポ イ ン

ト デ ー タ の 収 集 が 必 要 で あ る 。  

収 集 し た デ ー タ は 、 W e b G I S に 搭 載 可 能 と す る た め に 、

必 要 な フ ォ ー マ ッ ト に 変 換 し 、 デ ー タ 構 造 の 検 査 を 行

っ て お く 。  



選択科目             科目 

技術士 第二次試験 模擬答案用紙 

 

4

受験番号 

問題番号 

答案使用枚数 枚目      枚中 

技術部門             部門 

専門とする事項 

○受験番号，答案使用枚数，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25字

 

（ ３ ） 提 案 す る 監 視 観 測 の 具 体 案 お よ び 結 果 の 防 災 情

報 と し て 取 り ま と め 方 法  

 火 山 の 状 態 を リ ア ル タ イ ム で 把 握 す る た め の W e b 監

視 カ メ ラ を 設 置 し W e b G I S 上 で 簡 単 に 閲 覧 で き る よ う

に す る 。  

 航 空 レ ー ザ 計 測 で 得 ら れ た 微 地 形 デ ー タ を 利 用 し た

溶 岩 流 の シ ュ ミ レ ー シ ョ ン 結 果 も G I S 上 に 展 開 す る 。

こ れ に 、 避 難 所 を マ ッ ピ ン グ し 、 要 援 護 者 も 台 帳 デ ー

タ の 住 所 情 報 を 用 い て ア ド レ ス マ ッ チ ン グ で G I S 上 に

展 開 す る こ と で 、 効 率 的 な 避 難 救 助 活 動 が 可 能 と な る 。  

  

（ ４ ） 防 災 情 報 と し て の 発 信 方 法 の 提 案  

 上 記 の 通 り 、 防 災 情 報 を G I S に 搭 載 し 、 防 災 ポ ー タ

ル サ イ ト と し て 構 築 し 住 民 が 自 由 に 閲 覧 可 能 で 、 有 事

の 際 の 情 報 取 得 も 一 元 的 に な り 有 効 で あ る 。  

 構 築 し た 溶 岩 流 シ ュ ミ レ ー シ ョ ン の 結 果 、 要 援 護 者

避 難 所 の 情 報 を 利 用 し て 、 本 ポ ー タ ル サ イ ト を 利 用 し

た 防 災 訓 練 を 定 期 的 に 実 施 し 、 よ り 具 体 的 な 避 難 、 救

助 活 動 の 訓 練 と 啓 蒙 を 行 う こ と で 一 時 被 害 、 二 次 被 害

を 最 小 限 食 い 止 め る こ と が 可 能 と な る 。  



 

問題Ⅲ 

（課題解決問題） 





選択科目             科目 

技術士 第二次試験 模擬答案用紙 

 

1

受験番号 

問題番号 

答案使用枚数 枚目      枚中 

技術部門             部門 

専門とする事項 

○受験番号，答案使用枚数，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25字

Ⅲ-1 

（ １ ） 代 表 的 な 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー を ２ つ 取 り 上 げ 、

普 及 上 の 技 術 的 課 題 と 解 決 策 を 示 せ 。  

 代 表 的 な 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー は 、 太 陽 光 エ ネ ル ギ ー

と 風 力 エ ネ ル ギ ー で あ る 。  

 普 及 上 の 技 術 的 課 題 は 、 太 陽 エ ネ ル ギ ー 、 風 力 エ ネ

ル ギ ー 共 に 発 電 コ ス ト が 高 い こ と と 、 自 然 条 件 に 左 右

さ れ 、 発 電 し た 電 気 を 貯 め て お く こ と が で き な い こ と

に よ り 安 定 供 給 が 困 難 な こ と で あ る 。  

 課 題 の 解 決 策 と し て 、 発 電 コ ス ト を 下 げ 安 定 供 給 を

行 う に は 、 最 も 発 電 効 率 が 高 く 、 自 然 条 件 に 左 右 さ れ

に く い 発 電 適 地 を 選 定 し 発 電 機 を 設 置 す る こ と が 必 要

で あ る 。 そ の た め に 、 G I S を 活 用 し た 発 電 適 地 の 選 定

が 有 効 で あ る と 考 え る 。 G I S を 利 用 し 、 風 力 、 地 形 、

日 射 量 、 利 用 可 能 な 空 き 地 等 の デ ー タ を 重 ね 合 わ せ る

こ と で 発 電 適 地 の 選 定 が 可 能 に な る 。  

 ま た 、 建 物 の 屋 上 等 の 太 陽 光 発 電 が 可 能 な 場 所 を 航

空 写 真 、 建 物 図 形 、 建 物 の 構 造 等 の 情 報 か ら 発 電 可 能

な 場 所 を 吸 い 上 げ る こ と が 可 能 に な り 、 発 電 ポ テ ン シ

ャ ル を 把 握 す る こ と が 可 能 に な り 普 及 の 促 進 に 利 用 す

る こ と が 可 能 で あ る 。  

さ ら に 、 発 電 コ ス ト に つ い て は 、 長 期 的 に は 発 電 効

率 の 高 い 発 電 機 の 開 発 は 必 要 で あ る が 、 短 期 的 に は 発

電 し た 電 気 の 買 い 取 り 制 度 を 導 入 す る こ と に よ り 広 く

普 及 す る こ と が 可 能 に な る 。  

  



選択科目             科目 

技術士 第二次試験 模擬答案用紙 

 

2

受験番号 

問題番号 

答案使用枚数 枚目      枚中 

技術部門             部門 

専門とする事項 

○受験番号，答案使用枚数，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25字

Ⅲ-1 

（ 2 ） 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー を 効 果 的 に 利 用 し な が ら 、

次 世 代 エ ネ ル ギ ー 社 会 を 実 現 し て い く に 当 た り 、 取 り

組 む べ き 街 づ く り に つ い て 提 案 せ よ  

 次 世 代 エ ネ ル ギ ー 社 会 を 実 現 し て い く に は 、 エ ネ ル

ギ ー の 消 費 を 極 力 抑 え 、 効 率 的 に 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー

を 生 産 し 、 消 費 し て い く こ と が 可 能 な 街 づ く り が 必 要

で あ る 。 そ の た め に は 、 市 町 村 の 中 心 部 へ の 居 住 と 各

種 機 能 の 集 約 に よ り 、 人 口 集 積 が 高 密 度 な ま ち を 形 成

す る コ ン パ ク ト シ テ ィ の 形 成 を 提 案 す る 。  

 コ ン パ ク ト シ テ ィ は 、 社 会 イ ン フ ラ の 集 約 と 人 口 の

集 積 に よ り 、 ま ち の 暮 ら し や す さ の 向 上 、 中 心 部 の 商

業 な ど の 再 活 性 化 や 、 道 路 な ど の 公 共 施 設 の 整 備 費 用

や 各 種 の 自 治 体 の 行 政 サ ー ビ ス 費 用 の 節 約 を 図 る こ と

を 目 的 と し て い る 。 社 会 イ ン フ ラ の 集 約 は 、 電 気 や ガ

ス と い っ た エ ネ ル ギ ー を 地 域 単 位 で 統 合 的 に 管 理 し 、

上 下 水 道 や 交 通 な ど の 社 会 イ ン フ ラ 全 体 が 最 適 に 機 能

す る し 、 省 エ ネ と 効 率 的 な エ ネ ル ギ ー 利 用 を 実 現 す る 。

 こ の コ ン パ ク ト シ テ ィ を 計 画 す る た め に G I S の 利 用

は 、 有 効 で あ る 。 一 例 と し て 、 Ｇ Ｉ Ｓ 上 に 年 齢 別 の 人

口 分 布 を 表 示 す る こ と で 、 高 齢 者 の 居 住 分 布 が 判 明 し 、

ラ イ ト レ ー ル や バ ス 路 線 の 整 備 な ど 、 コ ン パ ク ト シ テ

ィ 形 成 に 向 け た 施 策 を 立 案 が 可 能 と な る 。  

 

 

 



選択科目             科目 

技術士 第二次試験 模擬答案用紙 

 

3

受験番号 

問題番号 

答案使用枚数 枚目      枚中 

技術部門             部門 

専門とする事項 

○受験番号，答案使用枚数，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25字

Ⅲ-1 

（ 3 ） あ な た の 提 案 が も た ら す 派 生 効 果 を 示 す と と も

に 、 そ こ に 潜 む リ ス ク に つ い て 多 角 的 に 論 ぜ よ 。  

 コ ン パ ク ト シ テ ィ を 実 現 す る と 、 人 々 の 生 活 圏 が コ

ン パ ク ト に な り 、 結 果 的 に 働 く 場 所 と 生 活 す る 場 所 が

近 く な り 職 住 近 接 の 実 現 に つ な が る 。 職 住 近 接 が 実 現

す る と 、 自 由 な 時 間 が 増 え 、 子 育 て や 家 族 団 欒 の 時 間

が 確 保 で き 長 期 的 に は 少 子 化 問 題 に も 寄 与 で き る と 考

え る 。  

 一 方 で 、 コ ン パ ク ト シ テ ィ に よ る ラ イ ト レ ー ル や バ

ス 路 線 の 整 備 に よ り 、 自 家 用 車 の 使 用 が 段 階 的 に 減 っ

て い く こ と が 考 え ら れ 、 将 来 的 な 自 動 車 産 業 の 衰 退 に

つ な が る と 考 え ら れ る 。 自 動 車 産 業 は 多 重 的 な 下 請 け

構 造 に よ り 地 方 の 雇 用 を 支 え て い る 側 面 が あ り 、 雇 用

問 題 に 支 障 を き た す 可 能 性 が 考 え ら れ る 。  

 ま た 、 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー の 推 進 は 、 現 状 で は 発 電

し た 電 気 の 買 い 取 り を 進 め て い く 等 の 施 策 を 講 じ な い

と 発 電 コ ス ト が 高 く 普 及 が 望 め な い 。 し た が っ て 、 こ

れ に 伴 う 負 担 増 は 否 め な い 。  



 

 

 

 

17-3 地質 



問題Ⅱ 

（専門問題） 



問題Ⅱの出題傾向と対策（応用理学部門・地質） 

 

問題Ⅱ-1 

 

【出題傾向】 

24 年度以前は、問題Ⅰ-1 が 10 項目の中から 3 項目を選び、それぞれ答案用紙 1 枚で定義・内容を

解説するとともに応用理学地質の技術士として考えることころを述べるというものでした。 

テーマは地質学用語 2 項目から 1 つを、また土木地質・水理地質・環境地質に関する 8 項目から 2

つを選ぶものでした。 

25 年度は、地すべり対策抑制工・風化減少・地中レーダー探査・放射性同位体年代測定がテーマ

で、それぞれについて解説したうえで課題や特徴、適用性などについて述べる問題が出されました。

24 年度以前の問題Ⅰ-1 をもう少し具体的にした感じですが、テーマが限定的なので、たとえば地

下水や環境が専門の人には不利になったと思われます。 

 

【対策】 

出題範囲が非常に広いわりには限定的なテーマについて出題されると思われるので、重要技術・キ

ーワードについて、陳腐化した技術を除きをできるだけ多くカバーして、説明できるようにしてお

いてください。そしてできる範囲で得失・特徴・課題と対応などについても説明できるようにして

おいてください。もともと一定の出題傾向がないので、広く浅くカバーするしかないと思います。 

 

問題Ⅱ-2 

 

【出題傾向】 

24 年度以前は、トンネル・ダム・軟弱地盤・地すべり・地下水・地下資源・物理探査・環境（土

壌汚染や地下環境等）の一定した 8 分野から一般論あるいは仮想事例に関して応用知識を確認する

出題がなされていました。 

25 年度は地下開発に伴う環境影響、道路等建設のいずれかを選び、その具体的内容を自分で設定

して、検討項目をリストアップし、業務実施手順を記載し、留意点等について書かせるという、「自

分で詳細を設定する仮想事例問題」になりました。従来も仮想事例問題はあったのですが、ディテ

ィールを自分で設定させるというのは、出題数が減少したことへの対応でしょう。しかし出題テー

マ範囲は非常に限定的になりましたから、自分の専門分野と合わずに困った人も多かったでしょう。 

 

【対策】 

25 年度と同様の出題傾向が続くとすれば、面的開発、線的開発、地下開発の中から 2 つをテーマ

として与えてディティールは自分で設定させ、検討項目と業務実施手順、留意点を書かせるという

出題が続くと思われます。ですから上記 3 つのテーマに関して仮想事例を用意し、そのディティー

ルと検討項目・業務実施手順・留意点を答案用紙 2 枚に記述するトレーニングを積んでおかれると

いいと思います。なお事例は各テーマごとに 2 つくらい用意しておくといいでしょう。 

 







 
平成２３年度 技術士第二次試験 ＜技術的体験論文＞ 

  

枚数 1/7 

10 20 30 40

10 

20 

30 

受 験 番 号    氏 名   

技 術 部 門 応用理学部門 

選 択 科 目 地質 

専門とする事項 土木地質（Ⅱ、Ⅲ選択科目再現） 

Ⅱ選択科目  

次の２問題について解答する。  

Ⅱ -1(専門知識 ) それぞれ１枚以内（600 字程度）  

Ⅱ -1-1 地すべり対策工のうち抑制工を２例挙げ、それぞれの目的、概要及び適用性につ

いて述べよ。  

１抑制工  

（１） 浅層地下水排除工  

（２） 深層地下水排除工  

 ２．目的  

  （１）地下水を排除することで、間隙水圧を低下させ、起動力（上辺）を減らすこと

により、安全率を上昇させる。  

  （２）（１）と同様  

 ３．概要  

   （１）対策工は主に地表からの横ボーリング工となる。  

   先端間隔は５から１０ｍ程度で、すべり面に５から１０ｍ程度貫通させる。また仰

角３度程度が多い。  

 （２）①対策工は、集水井とその中から集水ボーリングを実施する。  

   先端間隔、すべり面の貫通は（１）と同様となる。  

      ②なお、①より規模が大きい場合の対策工は、排水トンネルからの排水ボー

リングを実施する。  

 ４．適用性  

  （１）２～３ｍ程度の浅い地すべりに適用する。  

    

（２）地下水位が高く、深いすべり面を有し、抑止工のみでは対応できないような必

要抑止力が必要な大きな地すべりに適用する。  

  また、抑制工を先行させ、安全率を上昇させた後に、抑止工を行うことも多い。

    

 

  

 

 

 

 

 

 

【解説】
出題者は地下水排除、押え盛土、排土といった代表的な抑制工から2つをあげて
ほしかったと思いますので、その点では期待に応えていません。ただしその他の
記述は妥当ですので、トータルで60点程度取れているかもしれません。



【解説】
超概略メモですので何とも言えませんが、大きく間違ってはいないようなので、まあ順当に
60点くらい取れているのではないかなと思います。



Ⅱ-１-１ 

地下水位低下法 

目的 

地下水位を低下することによって 

① 土砂重量の低下 

② 地滑り面のすべり抵抗の増加 

方法 

ボーリングおよびディープウェル 

斜面へ水平ボーリング 

基盤面上に吸水性の土砂が堆積している 

安価な方法であり、適用は広い 

 

押さえ盛土工 

すべり方向下部に盛土 

円弧すべりのカウンターバランス 

土地と材料が必要なため、適用は限られる 

 

Ⅱ-１-３ 

地中レーダー探査 

電磁波を地中に照射し、その反射波を利用 

空洞の境界面で誘電率が変化することにより、電磁波が反射する 

照射から受信までの時間を計測することで、距離を計測 

幅を持って照射するため、画像をアウトプットできる 

 

利点 

非破壊で検査できる 

人が歩く程度の速度があり、規制時間を短くできる 

自動車と一体型があり、走行しながら計測が可能 

 

課題 

電磁波が３～４ｍ程度までしか届かない 

電磁波を強くする、受信感度を上げるなどの課題 

空洞が何かはわからないため、地上踏査が必要 

画像を詳細にできることが課題 

 
【解説】
妥当な内容で知識も正確でかつ豊富です。文章にもよりますが、
70点以上取れているのではないかと思います。

【解説】
語句の使い方などちょっと気になりますが、
間違ってはいないので、文章にもよりますが
60点取れているのではないかと思います。



  

枚数 2/7 

10 20 30 40

10 

20 

30 

40 

受 験 番 号    氏 名   

 Ⅱ -1-2  岩盤の劣化要因劣化要因としての風化現象を概説し、構造物の基礎岩盤におけ

る風化の影響を調査する際の留意点を述べよ。  

１． 風化現象概説  

（１） 物理的風化（機械的風化とも呼ぶ）  

除荷作用による板状割れ目の形成（シーティング）、乾湿風化（スレーキング）、凍結

による破砕作用、日射（熱）による風化、塩類風化 -（基本は破砕の進行）   

（２） 化学的風化  

酸化作用、溶解作用、水和作用、加水分解作用、炭酸化作用などがある。-（基本的に

は、鉱物の分解により新しい生成物ができる作用）   

２． 構造物の基礎岩盤における風化の影響を調査する際の留意点  

（１） 概査  

①  既往資料調査  

・ 地形図、地質図、気象資料等により現地の地形・地質概要、降水量、気温等

を把握する。  

②  空中写真判読（最近では航空レーザー測量による LP 図が主流）  

・ 異なる撮影時期の空中写真を用い、地質分布や地形の変化を把握する。  

③  現地踏査  

・ 地質分布、構造、風化状況、断層、節理系の分離面、湧水状況等を把握する。

（２） 精査  

① 物理探査  

・ 弾性波探査を実施し、風化状況、緩み、断層を把握する。  

② ボーリング調査  

・ 地質状況、断層、弱層の分布、風化状況等を把握する。なお、弾性波調査と

の対比に努める必要がある。  

③ 一軸圧縮試験、超音波速度測定  

・ ボーリングコアを利用して、圧縮強度や超音波速度を測定し、弾性波調査結

果を利用し、亀裂係数を算出し、岩の割れ目の程度を把握する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解説】
妥当な内容で知識も正確でかつ豊富です。
最低でも70点相当は取れていると思います。



-1-2

【解説】
受験生①と比べると記述量・密度とも少ないのですが、少なくとも間違ったことは
書いていないので、あまり低評価にはなっていないと思います。実際の答案の記述
量もよりますが、55～60点程度ではないかと思います。



-1-3

2-3

    

        

        

        

   

        

【解説】
妥当な内容で知識も正確でかつ豊富です。
最後の解決策は問題文で求められていないので、このスペースを交通量の多い道路
の横断などの現場作業の支障、深度の限界などの課題に割り当てるともっと高評価
になったと思います。ただ最低でも65点相当は取れていると思います。



【解説】
概略メモですが、まあ順当な内容で、60点以上は取れていると思います。
基礎理論に言及がないのがちょっと残念です。



-2-1

1 

2

3

     

       

               

       

       

4

【解説】
概略メモなのであっさりした内容になっていますが、妥当・順当な内容です。
文章にもよりますが、これなら60～70点は取れていると思います。
この方は最も厳しくみてⅡ-1-2で55点、Ⅱ-1-2で65点、Ⅱ-2-1で60点取れている
と思われます。それぞれ答案枚数で重みづけして平均すると、
（55＋65＋60×2）÷4＝60点
ですから、Ａ評価となります。（おそらくもう少し高い評価でしょう）



Ⅱ-２-１ 

（１） 開発事業 

「市街地における延長２ｋｍの鉄道トンネル」 

駅舎間を結ぶ直径約１０ｍのシールド工法によるトンネル事業 

（２） 要因と要素 

① 騒音・振動 

電車の振動が伝わり、振動や低周波騒音の被害 

② 地盤沈下 

工事中の沈下は原因を特定しやすい、対策を立てやすい 

漏水による地盤沈下は広範囲に広がり、対策がやりにくい 

③ 地下水流の阻害 

下流側の井戸枯れ、地下水位低下、上流側の地下数位上昇 

 

（３） 調査および予測手法 

地下水流の阻害 

① 地盤構成の調査 

地下水流の層を検討 

② 周辺井戸 

地下水位の計測、井戸がなければボーリング 

③ 流向・流速 

地下水全体の流れを調査 

（４） 予想できる事象とできない事象 

ボーリング調査は点での調査であり、面でない。 

２点間で同じそうならば同一と判断、構造物の直近で行う必要がある 

 

【解説】
内容自体は妥当ですが、地質というより建設部門・土質基礎に近いですね。
応用理学地質の範疇には土質工学はないのですが、水理地質はあります。
調査予測手法が地下水流だったのでよかったのではないかと思います。
もしこれが土質工学的な方向だったら50点台だったかもしれません。
この方は最も厳しくみてⅡ-1-1で60点、Ⅱ-1-3で70点、Ⅱ-2-1で60点取れている
と思われます。それぞれ答案枚数で重みづけして平均すると、
（60＋70＋60×2）÷4＝62.5点
ですから、Ａ評価となります。



  

枚数 3/7 

10 20 30 40

10 

20 

30 

40 

受 験 番 号    氏 名   

Ⅱ -2-2  2 地点を結ぶ、延長数１０ｋｍの社会資本整備が計画され、あなたがプロジェク

トのルート選定に参画することとなった。技術士として、下記の問いに答えよ。  

（答案用紙２枚（1200 字）以内）  

（１） 社会基盤の種別を設定せよ。  

・ 切盛を伴う高速道路建設。  

（２） 検討すべき地形・地質の項目を複数抽出せよ。なお、抽出した項目には、「避けるべ

き」、「避けることが望ましい」、「通すことが望ましい」など、ルート選定との関わ

り合いを付記すること。  

  ２－１ 地形  

① 地すべり地形（避けるべき）  

② 崖錐地形（避けることが望ましい）  

③ 集水地形（避けることが望ましい）  

２－２ 地質  

① 断層（避けるべき）  

② 流れ盤（避けることが望ましい）  

③ 受け盤（通すことが望ましい）  

（３） 実施すべき調査項目とルートの選定手順を説明せよ。  

  ３－１路線選定時  

① 文献・資料調査・・既往資料の収集や読込みを行う。  

② 地表・地質踏査・・土質・地盤の概要と問題点を把握する。  

３－２線形の細部決定、道路構造の決定時  

① 地表・地質踏査・・地質分布、構造、風化状況、断層、節理系を把握する。  

② ボーリング調査・・地質状況、断層、弱層の分布、風化状況等を把握する。  

③ 弾性波探査・・・・風化状況、緩み、断層を把握する  

（４） 特に重要、もしくは注意喚起すべき地形・地質の項目に関する、あなたの考えを述

べよ。  

  ① 地すべり地形  

   私が経験した、四国横断自動車道の工事を例に私の考えを述べる。  

   当初調査では、地すべり地形は、認められなかったため、８段の掘削を伴う長大法

面が設計されていた。  

頭部から掘削を１段１段実施し、各法面について一段ごとに法面観察を行い、不安

定ﾌﾞﾛｯｸの抽出に努めた。そして、その見解をもとに法面構造を決定し、法面対策を実

施後に、下段の掘削を継続していた。  

上部から３段目の掘削時に、旧い化石地すべりが出現し、情報化施工のために設置

していた、孔内傾斜計に変動が発生した。そのため、施工を中止し、追加調査ボーリ

ング（孔内傾斜計設置）、機構解析、安定解析を実施したところ、上部から６、７段目

にグラウンドアンカー工を施工すれば法面安定は確保されるという結論となった。そ

のため、掘削を再開し、１段毎に法面観察や法面対策を繰り返し、安全に工事は完成

した。  

このことから、１段毎に法面観察を実施し、適切な法面構造を決定し、かつ法面計

【解説】
地質ではありますが、軟弱泥炭質地盤
なども入れてかまわないでしょう。

【解説】
リニアメントなども欲しいですね。

【解説】
空中写真解析が
欲しいですね。



  

枚数 4/7 

10 20 30 40

10 

20 

30 

40 

受 験 番 号    氏 名   

測等の情報化施工を行うならば、仮に地すべり地形に遭遇しても、大事故となること

はないと考える。  

以上

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解説】
事例をあげて説明することのプラス面は記述が具体的になること、マイナス面は
個別事例の対応が限定的なものになりがち（下手をするとその事例にだけ適用で
きる、汎用性のない対策を述べてしまい、体系的知識・応用能力を持っていると
は評価してもらえない）なことです。
ここであげている事例はおおむねスタンダードな内容で、対策もおおむね妥当で
すので、プラスに働いたと思います。
65～70点程度取れているでしょう。
この方は最も厳しくみてⅡ-1-1で50点、Ⅱ-1-2で70点、Ⅱ-2-2で65点取れている
と思われます。それぞれ答案枚数で重みづけして平均すると、
（50＋70＋65×2）÷4＝62.5点
ですから、Ａ評価となります。（おそらくもう少し高い評価でしょう）



【解説】
概略メモですが、順当な内容で、60点以上は取れていると思います。検討事項・調査項目
ともに押さえるべきものはしっかり押さえています。
この人は全問60点以上取れて順当にＡ評価を取っているのではないかと思います。



 

問題Ⅲ 

（課題解決問題） 



問題Ⅲの出題傾向と対策（応用理学部門・地質） 

 

【出題傾向】 

2 問中 1 問を選択して答案用紙 3 枚に記述します。 

25 年度は異常気象に伴い頻発・大規模化する自然災害、老朽化した社会インフラの維持管理をテ

ーマとし、(1)現状や特徴・社会ニーズ（複数あげて説明）、(2)取り組むべき技術的課題、(3)課題に

対する技術的提案を記述させるという問題でした。いずれも建設部門よりのテーマですが、社会的

重要テーマとしては順当なものです。 

 

【対策】 

災害と維持管理は社会的重要テーマとして最たるものですので、少し形を変えて出題が続く可能性

があります。たとえば災害に関しては東日本大震災における津波のような稀有な大規模災害（異常

気象に関係しているかどうかは別問題）への対応や中山間地の過疎化に伴う土砂災害の増加への対

応などが考えられます。 

また放射性廃棄物の地中処分や震災がれき等の処理、自然エネルギー普及に伴う土木地質的対応な

ど、時流に合わせたテーマが考えられますので、文献等を活用して考察を深めておいてください。

これらについては建設部門の資料（国土交通白書や 25 年度問題の合格答案例など）が役立つでし

ょう。 

 









【解説】
設問1は水害や土砂災害ですが、特に異常気象に伴うものですから、深層崩壊など
従来稀にしか起こらなかった規模の災害が頻発するようになった災害を書くことを
特に期待されていると思います。それに対して答案は斜面崩壊にとどまり、また
東日本大震災での津波など異常気象と関係ないものも書いているので、あまりいい
答案ではありません。
設問2はハード＆ソフトですが、水害・土砂災害の頻発に対して手が回らないとい
う量的限界を取り上げるなら「選択と集中」、災害の大規模化を取り上げるならば
ハードソフトベストミックスなどに言及したいとことです。
答案は減災を中心に、あまり掘り下げずに書いています。ただ技術的提案は地質の
視点で書けているので、内容はあまり深くないですが、一定の評価は得ていると思
います。
結果的にＡ評価はもらっているのですが、ギリギリだったのではないかと思います。
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Ⅲ -2  中央道笹子トンネル事故で顕在化したように、高度経済成長期に集中的に整備され

た社会資本が建設後３０～５０年を経過し、限られた予算の中でこれらの老朽化による維

持管理・更新のあり方が問題となっている。このような状況を考慮し、応用理学部門の技

術士として以下の問いに答えよ。（答案用紙３枚以内（1800 字）にまとめよ。）  

（１） これからの社会資本の維持管理・更新の進め方の視点として、社会的な要

請のうち３つ以上の項目を抽出し、その内容を概説せよ。  

１） アセットマネジメント  

  社会資本が建設後３０～５０年経過し、限られた予算の中でこれらの老朽化に

よる維持管理・更新を行うために、アセットマネジメントを活用し、優先順位を付

け、ライフサイクルコストの低減、構造物等の寿命の延長、工事の平準化を図り、

適切な維持管理・更新を実施する。  

２） 予防保全  

 これまでは、構造物に事故や損傷が発生してから、「事後点検」を行い補修を行

っていたが、近年は事前に計画的に「予防保全」を実施し、ライフサイクルコスト

を考慮した計画的な維持管理・更新を行うことが必要である。  

 そのために、道路、橋梁、下水道等の台帳は、手書きのものから GIS を利用し

たものに変遷してきている。  

３） 新技術の導入  

新技術を活用した点検機器を使用し、効果的、経済的、迅速に点検を実施し、劣

化状況を把握し、適切な維持管理・更新を行う。  

例えば、道路法面の劣化判定のため赤外線調査の実施、トンネル覆工の劣化判定

のため地中レーダー等の使用等が挙げられる。  

４） 安心・安全の確保  

 平成２３年に発生した東日本大震災や台風１２号災害により海岸、河川構造物、

砂防地すべり施設等が破壊されかつ多くの人命が犠牲となった。このことから、社

会資本の維持管理・更新に安全・安心の項目を付加することとする。  

（２） 今後の社会資本の維持管理・更新を戦略的に勧めていくために、地質工学

的観点から取り組むでき技術的課題について述べよ。  

１）「深層崩壊の予防」  

平成 23 年 9 月の台風 12 号災害により、紀伊半島の四万十層で深層崩壊が頻発し

多くの人命が犠牲になった。  

２）「道路のり面の保全」  

道路の新設に伴い、多くの道路のり面が出現し、その多くは建設後３０年以上経過

している。老朽化した道路のり面は、風化等の影響で劣化し、少しの降雨でも崩壊

することが多いため問題となっている。  

そのため、技術的課題を「道路のり面の保全」とする。  

（３）（２）で挙げた課題を解決するための技術的提案について擬態的に述べよ。

１）深層崩壊の予防  

深層崩壊の発生条件を次に示す。  

①  過去の深層崩壊箇所に隣接していること  
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②  二重山稜等の微地形、地すべり地形が見られること  

③  急勾配で、集水面積が大きいこと  

深層崩壊の抽出は、時期の異なる航空レーザー測量により LP 図を作成し、地すべ

り等の微地形を解析することで、多くの場合は抽出可能になる。  

LP 図の解析により、深層崩壊を抽出し、それをマップ化する。その中で、緊急度

の高いものから優先順位を付け、対策工の検討を行う。  

深層崩壊の対策については、渓流における砂防施設の更新や、地すべり施設の更

新等が挙げられるが、どれも規模が大きいため、限られた予算の中では、避難を主

とするソフト対策と抑止工や抑制工等のハード対策の組合せとなる。  

ハード対策については、実際の被害が発生していない場合は、予算計上が難しいと

思われるため、ここではソフト対策に絞って提案を行う。  

 これまでのソフト対策の事例としては、降雨量（時間雨量や累積雨量）を基に、

住民の避難を行ってきた。それに対して、調査ボーリングを行い、抽出した深層崩

壊をモデル化（機構解析、安定解析の実施）し、また調査孔を利用し、全自動で水

位観測を実施することを提案したい。具体的には、深層崩壊モデルにより安全率

Fs=1.0 となる孔内水位を設定し、水位の上昇等による安全率の低下により住民の

避難の補助とするようにしたいと考える。  

２）道路のり面の保全  

 主な道路のり面の種類について、次に示す。  

①  モルタル、コンクリート吹付のり面  

②  吹付法枠＋鉄筋挿入工併用のり面  

③  吹付法枠又は独立受圧板＋グラウンドアンカー併用のり面  

①  についての具体的な提案は、モルタル・コンクリート吹付のり面の劣化度判

定のため赤外線調査を行う。これにより劣化度を判定し、不良箇所について

は、さらに調査ボーリングを行い、劣化の厚み（風化含む）を把握する。こ

れにより、対策工を検討し、適切な対策を行うことで、のり面のライフサイ

クルを延伸するようにしたい。  

②  についての具体的な提案を次に示す。  

・ 吹付法枠の目視による点検  

次に示すⅰ）からⅣ）について点検を実施する。  

ⅰ）枠の亀裂  

ⅱ）枠下部の空洞  

ⅲ）枠表面の剥離  

Ⅳ）枠のはらみ出し  

・ 鉄筋挿入工の点検  

ⅰ）頭部の変位、変形及び腐食  

  ⅱ）周辺地盤の変位および変状  

③  について具体的な提案を次に示す。  

・吹付法枠（独立受圧板も含む）については②と同様な点検を実施する。  
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・グラウンドアンカー工の点検  

ⅰ）受圧板の沈下、変形、クラック及び周辺地盤の変位及び変状  

ⅱ）アンカーの残存引張力の確認（荷重計が有る場合は荷重計、ない場合は

リフトオフ試験により確認する）  

ⅲ）アンカー頭部の変位、変形及び腐食  

以上（２）で挙げた課題を解決するための技術的提案について私の考えを述べてきた。

今後とも地質に関する技術者として社会資本の維持管理・更新に貢献したいと考える。

                                 以上  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【解説】
設問(1)は、アセットマネジメントは予防保全の具体策のひとつなので2つ目の
「予防保全」と重複していること、そして何より「社会的な要請」を書くこと
を求めているのに維持管理のあり方のようなことを書いているので、あまり高
評価は得ていないと思います。これだけだと50点程度でしょう。
設問(2)と設問(39の答案はおおむねいい内容だと思います。特に設問(3)の答案
が高評価を得ていると思います。
感触としてはトータルで65～70点くらいではないでしょうか。



 

【Ⅲ選択科目】 

Ⅲ-２ 

（１） 社会的な要請 

社会資本整備は利便性の追求の結果 

高度経済成長時代は新規、更新 

これらが老朽化し、問題が顕在化 

① 安全・安心の確保 

笹子でも崩落の危険があれば通らない 

安全が最優先されるべき 

② 限られた資源、予算での実施 

LCC でコスト算定、プライオリティ付け 

PFI など官民協力 

③ 信頼性の高い検査・調査方法 

笹子でも信頼のある調査があれば防げた、残念 

（２） 地質工学的な技術的課題 

社会資本は地質工学と密接に絡んでいる 

地震、液状化、地滑り 

① 地質状況の詳細な把握 

話題 原発内の活断層 

② 地質工学的防災の確立 

災害 予測できればすべては防げないが軽減できた 

（３） 技術的提案 

① 地質状況の詳細な把握 

各市町村にボーリングデータがある 

一元化 問題があるが IT の高度化により可能では 

② 地質工学的防災の確立 

液状化対策 マイクロバブル注入 安価であれば普及する 

 

【解説】
メモ程度なので詳細には評価できませんが、記載内容はいずれも題意に沿っている
ので、文章に問題がなければ、70点以上取れているのではないかと思います。



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解説】
設問(1)は社会の要請とはちょっとズレている気がしますが、大きく外しても
いないと思います。
得ていないと思います。
設問(2)・(3)は悪くない内容ですが、ちょっと力不足のようにも思います。
どのような文章を書いたか次第でしょう。


